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映
画
塾
が
同
映
画
祭
に

「
売
り
込
み
」
、
上
映
が
実

現
し
た
。

　
シ
ン
ク
は
「
テ
レ
パ
シ
ー

の
よ
う
な
」
不
思
議
な
力
で

結
ば
れ
た
三
人
の
若
者
が
、

「
会
話
」
を
続
け
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
を
送
っ
て
い

く
物
語
。
だ
れ
も
が
言
葉
に

で
き
な
い
さ
さ
や
か
な
思

い
、
小
さ
な
不
安
、
切
な
い

気
持
ち
を
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ

を
駆
使
し
た
独
自
の
映
像
文

体
で
表
現
し
て
い
る
。
次
世

代
の
映
画
形
態
を
予
感
さ
せ

る
革
新
的
な
作
品
と
し
て
一

九
九
七
年
の
「
ぴ
あ
フ
ィ
ル

ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
Ｐ

Ｆ
Ｆ
ア
ワ
ー
ド
九
七
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
。
東
京
の
Ｂ
Ｏ

Ｘ
東
中
野
で
ロ
ン
グ
ラ
ン
上

映
さ
れ
て
い
る
。

　
上
映
は
午
後
五
時
か
ら
シ

ネ
・
ウ
イ
ン
ド
で
。
六
時
半

か
ら
村
松
監
督
が
登
場
、
ナ

シ
モ
ト
タ
オ
氏
が
聞
き
役
と

な
る
。

　
村
松
監
督
は
今
年
の
正

月
、
ぶ
ら
り
と
映
画
塾
事
務

所
を
訪
れ
、
映
画
塾
ス
タ
ッ

フ
と
酒
を
飲
み
交
わ
し
シ
ン

ク
へ
の
熱
い
思
い
と
新
潟
上

映
へ
の
期
待
を
語
っ
て
い
っ

た
。
今
回
、
上
映
後
の
村
松

監
督
の
テ
ィ
ー
チ
イ
ン
で

は
、
そ
ん
な
肉
声
と
新
潟
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
聞
く
こ
と

が
で
き
そ
う
だ
。

　
前
売
り
八
百
円
、
そ
の
ほ

か
映
画
祭
を
通
し
て
み
ら
れ

る
フ
リ
ー
券
な
ど
も
あ
り
、

新
潟
市
内
の
主
要
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
で
発
売
し
て
い
る
。
チ

ケ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
「
に
い
が
た
国
際
映
画

祭
実
行
委
員
会
」
電
話
０
２

５
―
２
２
５
―
２
７
２
７

か
、
２
２
６
―
２
０
５
３

へ
。

第
五
号
（
九
九
冬
）

編
集
・
発
行

に
い
が
た
映
画
塾

〒
９
５
０

０
０
８
６

　
新
潟
市
花
園
２

３

２
飛
鳥
ビ
ル
１
Ｆ
　

電
話

フ
ァ
ク
ス

０
２
５

２
４
８

９
０
８
８

シ
ン
ク

を
特
別
上
映

新
潟
出
身

村
松
監
督
も
来
場

2月28日ウインド

　
新
潟
市
出
身
の
新
鋭
・
村
松
正
浩
監
督
の
作
品
「
シ
ン

ク
」
が
、
二
月
二
十
八
日
（
日
）
に
い
が
た
国
際
映
画
祭

で
特
別
上
映
さ
れ
る
。
新
潟
で
は
初
公
開
。
当
日
は
村
松

監
督
も
「
凱
（
が
い
）
旋
」
、
テ
ィ
ー
チ
イ
ン
を
行
う
。

　
村
松
正
浩
（
む
ら
ま
つ
・

ま
さ
ひ
ろ
）
一
九
七
二
年
新

潟
市
生
ま
れ
。
高
校
卒
業
時

に
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の

旅
』
な
ど
の
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ

ク
作
品
に
出
会
い
本
格
的
な

映
画
志
向
が
生
ま
れ
る
。
東

京
造
形
大
入
学
の
二
一
才
の

時
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
手
に

し
て
、
身
の
回
り
を
撮
っ
た

も
の
の
編
集
を
始
め
る
。

「
映
画
を
撮
ろ
う
、
と
思
っ

て
撮
っ
た
の
は
初
め
て
」
と

い
う
一
六
ミ
リ
短
編
「
手
の

話
」
が
Ｐ
Ｆ
Ｆ
入
賞
、
卒
業

制
作
で
「
シ
ン
ク
」
製
作
。

（
「
シ
ン
ク
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
抜
粋
）

　
昨
年
十
二
月
か
ら
始
ま
っ

た
月
イ
チ
上
映
会
が
順
調
な

滑
り
出
し
だ
。
新
潟
市
五
十

嵐
に
あ
る
会
場
の
「
Ｒ
ｏ
ｏ

ｍ
　
Ｎ
ｏ

２
０
０
１
」
（
Ｃ

ａ
ｆ
ｅ
　
Ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ
改

め
）
の
地
下
は
二
十
人
も
入

れ
ば
い
っ
ぱ
い
だ
が
、
そ
の

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が

好
評
で
、
毎
回
順
調
な
動
員

を
続
け
て
い
る
。
多
く
が
映

画
塾
関
係
者
以
外
だ
。

　
「
Ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
Ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
Ｂ

ａ
ｎ
ｇ
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
！
」
（
シ

ネ
シ
ネ
・
バ
ン
バ
ン
）
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
タ
イ
ト
ル
で
毎

月
第
二
金
曜
日
夜
八
時
か
ら

同
所
で
行
っ
て
い
る
。
十
二

月
十
一
日
は
一
期
か
ら
三
期

ま
で
の
映
画
塾
の
卒
業
作

品
、
一
月
八
日
は
石
川
浩
之

（
３
期
）
特
集
、
二
月
十
二

日
は
告
白
ゲ
ー
ム
（
更
科
ヒ

ト
シ
監
督
＝
１
期
）
な
ど
の

ビ
デ
オ
作
品
特
集
を
行
っ

た
。
　
三
月
は
十
二
日
に
大
橋
健

一
（
３
期
）
特
集
を
行
う
。

会
場
は
新
潟
大
西
門
の
隣

り
。
実
行
委
員
会
で
は
上
映

作
品
の
募
集
も
行
っ
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
豊
島
か

大
橋
へ
。
「
２
０
０
１
」
の

連
絡
先
は
０
２
５
―
２
６
３

―
５
２
８
７
。

上
映
会

順
調
な
滑
り
出
し

第
２
金
曜
は
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
日

「
シ
ン
ク
」
の
１
場
面
（
「
ぴ
あ
」
提
供
）
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「
事
務
局
に
来
て
ぜ
ひ
利
用

し
て
下
さ
い
。
寄
贈
作
品
を

常
時
受
け
付
け
て
い
る
の

　
に
い
が
た
映
画
塾
事
務
局

に
、
「
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
現
在
、
会
員
の
作
品
を
は

じ
め
寄
贈
作
品
な
ど
約
四
十

本
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
、

会
員
に
無
料
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
る
。

　
借
り
方
は
ノ
ー
ト
に
記
入

す
る
だ
け
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

館
長
の
大
橋
健
一
さ
ん
は

で
、
大
橋
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
▼
グ
ル
ー
プ
展
「
接
触
〜

〜
」

　
神
文
哲
（
３
期
）
ら
有
志

四
人
が
二
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
八
日
ま
で
新
潟
市
本
町

の
自
由
空
間
「
蔵
」
で
開

催
。
写
真
、
詩
、
短
歌
、
俳

句
、
イ
ラ
ス
ト
、
音
楽
な
ど

を
展
示
。
入
場
無
料
。
問
い

合
わ
せ
０
９
０
―
４
９
５
３

―
９
９
３
２
（
神
）
ま
で
。

　
▼
必
殺
学
園
仕
掛
人
ス

タ
ッ
フ
募
集

　
敬
和
大
Ｏ
Ｂ
で
つ
く
る
ア

ク
シ
ョ
ン
映
画
。
問
い
合
わ

せ
０
９
０
―
２
６
５
７
―
４

５
８
２
（
鈴
木
貴
之
）
ま

で
。

　
▽
第
３
期
ビ
デ
オ
発
売
　

映
画
塾
の
第
三
期
の
み
の
作

品
を
収
め
た
ビ
デ
オ
を
会
員

向
け
に
発
売
し
ま
す
。
三
期

卒
業
生
や
、
既
に
一
期
、
二

期
の
ビ
デ
オ
を
も
っ
て
い
る

人
に
お
勧
め
！
　
料
金
一
〇

〇
〇
円
（
郵
送
の
場
合
は
プ

ラ
ス
送
料
五
〇
〇
円
）
。
問

い
合
わ
せ
は
笹
崎
ま
で
。

　
▽
住
所
変
更
は
早
め
に
　

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
進

学
、
就
職
、
転
勤
、
結
婚
、

気
ま
ぐ
れ
な
ど
で
住
所
が
代

わ
っ
た
会
員
の
方
は
早
め
に

新
し
い
住
所
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
会
員
の
方
は
星
あ
て

に
必
ず
フ
ァ
ク
ス
で
お
送
り

下
さ
い
。

　
―
以
上
の
連
絡
先
は
映
画

塾
事
務
所
、
〒
９
５
０
―
０

０
８
６
　
新
潟
市
花
園
２
―

３
―
２
飛
鳥
ビ
ル
１
Ｆ
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
０
２
５
―
２

４
８
―
９
０
８
８
ま
で
。

「
Ｎ
Ｇ
」
次
回
発
行
は
五
月

中
旬
で
す
。

【
編
集
ス
タ
ッ
フ
】
星
龍
雄

【
題
字
】
宮
川
直
子

無
料
で
す

利
用
を
！

ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
現
在
　
本
40

（
要
旨
）

■
第
２
回
（
十
一
月
十
七

日
）
約
十
五
人
が
出
席
。

【
決
定
】
▽
定
例
会
中
は
そ

の
他
の
打
ち
合
わ
せ
、
編
集

作
業
禁
止
▽
常
備
の
鍵
を
一

つ
、
朝
早
く
用
事
が
あ
る
人

の
た
め
に
貸
し
出
す
鍵
を
一

つ
、
計
二
個
の
ス
ペ
ア
キ
ー

を
つ
く
る
。
前
の
日
に
鍵
を

取
り
に
来
て
も
ら
う
▽
自
転

車
一
台
が
盗
ま
れ
た
。
新
谷

君
（
３
期
）
の
自
転
車
を
後

継
に
す
る
▽
リ
ソ
グ
ラ
フ
、

コ
ピ
ー
は
使
用
の
際
、
ノ
ー

ト
に
必
要
事
項
を
記
入
▽
掲

示
板
に
貼
る
人
は
日
付
と
名

前
を
書
く
こ
と
。
【
報
告
】

入
会
用
紙
提
出
は
わ
ず
か
二

十
三
人
。
う
ち
十
人
し
か
入

金
し
て
い
な
い
。
厳
し
い
状

況
は
続
く
▽
団
体
設
立
時
の

残
金
は
十
五
万
四
千
九
百
円

▽
出
納
帳
と
定
例
会
議
事
録

は
事
務
所
に
常
備
。
会
員
な

ら
誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
。

■
第
３
回
（
十
二
月
二
日
）

約
十
三
人
が
出
席
。

【
依
頼
】
小
鉢
、
二
ヶ
口
ガ

ス
コ
ン
ロ
の
寄
付
を
。

■
第
４
回
（
十
二
月
十
五

日
）
約
二
十
人
が
出
席
。

【
報
告
】
映
画
塾
口
座
残
高

は
十
五
万
六
千
六
百
六
十
八

円
。
そ
の
う
ち
会
費
収
入
は

十
万
三
千
円
で
、
残
り
が
繰

り
越
し
予
算
▽
会
費
納
入
通

知
を
も
ら
っ
て
も
、
ま
だ
未

納
の
人
が
い
る
。
財
政
の
危

機
的
状
況
は
続
い
て
い
る
▽

十
月
、
十
一
月
の
電
話
代
が

計
二
万
六
千
八
百
五
十
八

円
。
電
話
代
が
か
か
り
す
ぎ

▽
灯
油
代
は
一
ヶ
月
約
五
千

円
か
か
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
【
決
定
】
電
話
を
使
っ

た
人
は
ペ
プ
シ
マ
ン
貯
金
箱

に
自
己
申
告
で
、
お
金
を
入

れ
る
▽
講
師
ら
に
年
賀
状
を

送
る
た
め
に
予
算
支
出
▽
二

期
、
三
期
の
卒
業
作
品
六
本

を
Ｐ
Ｆ
Ｆ
に
出
品
す
る
。
出

品
料
計
一
万
二
千
円
は
、
財

政
事
情
は
苦
し
い
が
予
算
支

出
。
■
第
５
回
（
一
月
十
二
日
）

約
二
十
人
が
出
席
。

【
報
告
】
事
務
所
の
鍵
が
一

つ
紛
失
し
て
い
る
▽
駒
形
が

核
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
展

を
開
く
。
ス
タ
ッ
フ
募
集

中
。
【
要
請
】
コ
ピ
ー
用
紙

は
損
紙
の
裏
を
利
用
を
。

【
決
定
】
申
込
用
紙
が
提
出

さ
れ
て
い
る
会
員
に
連
絡
網

を
つ
く
っ
て
連
絡
す
る
。

■
第
６
回
（
一
月
十
九
日
）

約
二
十
人
が
出
席
。

【
報
告
】
神
の
グ
ル
ー
プ
展

開
催
▽
梅
田
チ
ヨ
展
▽
五
十

嵐
が
自
作
「
来
人
」
撮
影
。

■
第
７
回
（
二
月
二
日
）
約

三
十
人
が
出
席
。

【
報
告
】
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
梅
田
千
代
展
、
無
事
終

了
。
四
百
五
十
人
来
場
▽
有

志
が
核
問
題
写
真
展
を
や

る
。
会
場
で
い
い
場
所
を

知
っ
て
い
る
方
は
駒
形
ま
で

連
絡
を
▽
長
岡
映
画
塾
を
九

月
以
降
や
り
た
い
。
新
潟
と

は
少
し
違
っ
た
内
容
で
。

（
さ
ら
に
詳
し
い
報
告
は
映

画
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
事
務
所
に
あ

る
議
事
録
ノ
ー
ト
は
会
員
な

ら
だ
れ
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。
定
例
会
の
今
後
の
日
程

は
「
Ｎ
Ｇ
」
第
四
号
の
日
程

表
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
問

い
合
わ
せ
は
矢
部
ま
で
）

定
例
会
報
告

　
「
ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
Ｐ
Ｆ
Ｆ
）
」
の

九
九
年
作
品
募
集
が
十
二
月

末
締
め
切
ら
れ
た
。
映
画
塾

か
ら
は
第
二
期
、
三
期
の
卒

業
作
品
六
本
を
応
募
。
会
員

か
ら
は
事
務
局
が
把
握
し
て

い
る
限
り
七
本
が
応
募
さ
れ

た
。
「
ぴ
あ
」
に
よ
る
と
、

全
国
か
ら
過
去
最
高
の
九
百

十
四
本
の
応
募
が
あ
り
、
新

潟
県
か
ら
は
十
四
本
だ
っ

た
。
　
会
員
作
品
七
本
の
内
訳
は

高
橋
し
の
ぶ
さ
ん
、
宮
川
直

子
さ
ん
、
井
上
朗
子
さ
ん
、

高
橋
美
香
さ
ん
、
大
橋
健
一

さ
ん
、
小
池
博
子
さ
ん
。
井

上
さ
ん
は
八
ミ
リ
と
一
六
ミ

リ
の
二
本
を
出
品
し
た
。

　
予
備
審
査
の
結
果
発
表
は

四
月
下
旬
。
そ
の
後
最
終
審

査
を
へ
て
、
七
月
に
グ
ラ
ン

プ
リ
作
品
な
ど
が
東
京
で
上

映
さ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ナ
シ
モ
ト
タ

オ
さ
ん
は
「
イ
メ
ー
ジ
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
、
山
田
佳
代
さ

ん
は
「
ひ
ろ
し
ま
映
像
展
」

に
応
募
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｆ
に
は

　
作
品
応
募
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